


町
議
会
６
月
定
例
会
が
平
成
２５
年
６

月
１９
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
２５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
２０
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

補
正
予
算

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
６
９
２
万
円

を
追
加
し
、
総
額
４２
億
３
９
９
２
万
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
宝
く
じ

助
成
事
業
と
し
て
、
２８
歩
の
会
と
桜
花

連
に
５
０
０
万
円
、
風
し
ん
対
策
事
業

と
し
て
１
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
０
２
５
万
７

千
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
９
３
２
９

万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越

金
の
確
定
に
よ
る
増
額
で
す
。

以
下
３
議
案
に
つ
い
て
も
、
全
て
繰

越
額
に
よ
る
調
整
で
す
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
２
億
９
４
４
３
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
７
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
６
０
０
５
万

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１１
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
１
億
２
８
２
０
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
更
改
に
伴
う
機
器
の
購
入
に
つ
い

て
、
随
意
契
約
に
よ
り
１
０
９
２
万
円

で
扶
桑
電
通
㈱
徳
島
営
業
所
か
ら
取
得

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

上
分
字
中
津
９
３
１
番
２
の
山
林

（
２０
万
７
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に

つ
い
て
、
と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り

事
業
で
公
有
林
化
す
る
こ
と
で
議
決
を

得
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
役
場
本
庁
舎
耐

震
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
１
億
９
４

１
４
万
５
千
円
で
㈱
北
島
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
神
山
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
施

設
整
備
工
事
（
第
１
期
）
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
２
億
７
２

６
８
万
５
千
円
で
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
・

大
日
共
同
企
業
体
と
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
広
野
公
民
館
耐
震
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
５
５
０
２

万
円
で
㈱
国
際
と
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
上
分
公
民
館
建
替
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
１
億
２
９

５
万
２
５
０
０
円
で
赤
松
土
建
㈱
と
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を

得
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
施
行
２４
年
災
第
１
号
道

路
災
害
復
旧
工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額
を
９
９
万
５
４
０
０
円
減

額
し
、
９
２
２
４
万
４
６
０
０
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

大
野
富
美
雄
氏
（
阿
野
字
大
地
）
を

神
山
町
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

上
田
稔
氏
（
鬼
籠
野
字
西
分
）
を
選

任
し
、
同
意
を
得
ま
し
た
。

専
決
処
分

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
８
５
３

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
４８
億
９
６

４
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
庁
舎
増
改

築
基
金
積
立
金
２
億
７
８
０
７
万
８
千

円
な
ど
に
よ
る
増
額
で
す
。

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
８
９
万
２

千
円
を
減
額
し
、
総
額
１０
億
７
９
３
５

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

金
額
の
増
減
は
な
く
、
財
源
内
訳
を

訂
正
し
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
６
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
１
６
７
２
万

神
山
町
議
会

６
月
定
例
会

２０
議
案
を
可
決

神山町副町長
おお の ふ み お

大野富美雄氏

２広報かみやま No.２８７



５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
施
行
２４
年
災
第
１
号
道

路
災
害
復
旧
工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

工
期
の
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
改
正
で
す
。

報
告

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
や
公
民
館

施
設
耐
震
整
備
事
業
な
ど
１３
事
業
５
億

９
７
７
５
万
２
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り

越
し
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

中
央
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
４
５

１
９
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し

た
。

■
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

平
成
２４
年
度
の
決
算
は
１０
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲
旭
日
単
光
章

河
野
太
市
さ
ん
は
、
昭
和
５１
年
地
域
住
民
の
方
か
ら

推
薦
さ
れ
て
神
山
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
昭
和
６２

年
ま
で
の
３
期
１２
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
す
ぐ
れ
た
指
導
力
で
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽

力
さ
れ
、
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
等
、
各
常
任
委
員

会
の
副
委
員
長
や
委
員
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

国
道
改
良
整
備
促
進
特
別
委
員
等
を
歴
任
す
る
な
か

で
、
当
町
の
産
業
振
興
に
は
道
路
網
の
整
備
が
重
要
課

題
で
あ
る
と
早
く
か
ら
取
り
か
か
ら
れ
、
遅
れ
て
い
る

国
道
及
び
主
要
地
方
道
の
改
良
は
基
よ
り
町
道
、
農
道

の
道
路
網
の
整
備
や
林
道
の
開
設
に
全
力
を
傾
注
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
９
年
余
り

在
職
さ
れ
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
、
高
齢
化
の
進
行
等
、
深
刻
な
問
題
が
山
積
さ
れ

る
状
況
の
な
か
で
、
豊
富
な
経
験
と
識
見
を
も
っ
て
農

用
地
の
利
用
調
整
、
農
地
及
び
農
村
に
関
す
る
振
興
計

画
等
農
業
の
重
要
施
策
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
対
し
て
、
こ
の
度
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

かわ の た いち

河野 太市氏 ８８歳
（神領字西青井夫）

平成２４年度決算
（ ）は前年比

■温泉入浴者数
１６０，０７２人（－５．５％）
■ホテル宿泊者数
９，８６４人（＋７．３％）
■総売上高
神山温泉
３４５，５５１千円（＋３．６％）
道の駅
１４４，２９０千円（＋４．７％）
■純利益

５，２６１千円（＋２８．４％）

神山町では新規採用職員の募集を次のとおり行います。
◎ 受付期間 ７月２２日（月）～８月５日（月） 月曜から金曜の８時３０分より１７時まで
◎ 第１次試験日 ９月２２日（日）
� 郵便による申込みは、８月５日までの消印のあるものに限り受け付けます。
� 受付期間経過後の申込みは、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。
◎ 第１次試験会場 徳島文理大学 ９号館 人間生活学部棟

１ 試験区分、採用予定人員及び職務の内容
� 申込みできる「試験区分」は、一つに限ります。
� 申込み後は、「試験区分」の変更はできません。

職 務 の 内 容
神山町において、一般行政事務に従事します。
神山町において、土木の業務に従事します。
神山町において、保健師の業務に従事します。

※採用予定人員は変更になる場合があります。

２ 受験資格
受 験 資 格

昭和５２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。
昭和５２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。
昭和５８年４月２日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者又は、平成２６年春の国家
試験により当該免許を取得する見込みの者。

「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、学歴を受験資格とするものではありません。

※ 詳しくは神山町役場総務課（�０８８‐６７６‐１１１１）までお問い合せください。

神山町職員採用試験案内

採用予定人員
３名程度
１名程度
１名程度

試験区分
高等学校卒業程度
高等学校卒業程度
短期大学卒業程度

試験区分
高等学校卒業程度
高等学校卒業程度

短期大学卒業程度

一般事務
土 木
保 健 師

一般事務
土 木

保 健 師

平成２５年７月１５日発行３
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今
年
度
は
引
き
続
き
「
新
商
品
の
開

発
」
と
、
新
し
く
「
販
路
開
拓
」
に
注

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
山
町
に
は
商
品
価
値
の
高
い
「
宝
」

が
、
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

宝
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の

か
、「
欲
し
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
に

ど
の
よ
う
に
届
け
る
の
か
…
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
行
政
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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昨
年
度
１
年
間
か
け
て
発
見
、
発
掘

し
て
き
た
素
材
や
人
材
。
そ
れ
ら
に
私

た
ち
外
部
か
ら
の
視
点
を
加
え
て
、
新

商
品
を
試
作
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
徳
島
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

「
紫
蘇
の
黒
糖
づ
け
」
は
、「
神
山
の

味
」
と
い
う
本
に
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
に
ひ
と
手
間
加
え

て
、「
梅
農
家
の
生
ふ
り
か
け
〜
し
そ
〜
」

を
試
作
し
ま
し
た
。

「
紫
蘇
の
黒
糖
づ
け
」
を
製
造
・
販

売
さ
れ
て
い
る
小
間
坂
さ
ん
（
下
分
中

稲
原
）
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
下
分
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
ま
ず
は
紫
蘇
の
黒
糖
づ

け
作
り
。
そ
れ
に
鰹
節
な
ど
を
加
え

て
、
ご
飯
の
お
供
に
ぴ
っ
た
り
の
ふ
り

か
け
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
今
は
イ
ベ

ン
ト
等
で
試
験
販
売
を
行
い
、
少
し
ず

つ
改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
き
、
ご
意
見

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
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先
述
し
た
と
お
り
、
神
山
町
に
は
魅

力
的
な
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
売
っ
て
い
く
べ

き
な
の
か
、
そ
の
仕
組
み
を
「
あ
ー
だ

こ
ー
だ
」
と
思
案
中
で
す
。
と
に
か
く

今
は
、
数
多
く
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の

機
会
を
活
用
し
て
、
直
接
販
売
し
つ

つ
、
他
の
地
域
の
取
り
組
み
や
売
れ
筋

等
を
探
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

４
月
〜
６
月
は
、
神
山
温
泉
祭
り
、

か
・
み
・
や
・
ま
る
け
っ
と
、
フ
ジ
グ

ラ
ン
北
島
店
に
「
神
山
町
農
産
加
工
研

究
会
」
と
し
て
出
店
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

の
「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
」
か
ら
、
新
商
品

の
生
ふ
り
か
け
、
梅
ジ
ャ
ム
、
ま
た
大

久
保
の
里
の
新
商
品
「
手
も
み
茶
」、

す
だ
ち
サ
イ
ダ
ー
等
を
販
売
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
徳
島
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
も
積
極
的
に
出
店
し
て
い
く
予
定
で

す
。

▲小間坂さんからご指導と激励を受けつつ、試作中です。

▲生ふりかけできました。

▲イベントにて出店中
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地域おこし協力隊

有正あかね

地域おこし協力隊

永野 裕介
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東
京
の
㈱
プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ

７
月
１
日

寄
井
に

『
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
ス
』
を
開
所

東
京
や
大
阪
に
本
社
を
持
つ
企
業
が
、神

山
町
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
※（
Ｓ

Ｏ
）
を
構
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
徳

島
県
と
神
山
町
で
の
本
格
的
な
誘
致
が
始

ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
関
連

の
仕
事
を
中
心
と
す
る
企
業
９
社
が
既
に

神
山
町
内
で
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
７
月
１
日
に
は
、
東
京
に
本

社
の
あ
る
㈱
プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
が
、
Ｓ
Ｏ

神
山
セ
ン
タ
ー
、通
称『
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ

ス
』
を
神
領
寄
井
に
開
所
し
ま
し
た
。

寄
井
座
に
隣
接
す
る
『
え
ん
が
わ
オ

フ
ィ
ス
』
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
古
民
家

を
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
に
改
築
し
、
建
物

の
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
「
え
ん
が

わ
」
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
気

軽
に
地
域
の
人
た
ち
が
「
え
ん
が
わ
」
に

立
ち
寄
れ
る
よ
う
に
と
、「
え
ん
が
わ
」

部
分
と
庭
は
開
放
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。

隅
田
さ
ん
に
聞
く

『
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
ス
』
の

役
割
と
は
？

□
新
し
い
働
き
方
の
提
案
を
す
る

「
遊
ぶ
よ
う
に
仕
事
を
し
、
仕
事
の
よ

う
に
遊
ぶ
」。

「
仕
事
」
で
あ
っ
て
も
、「
遊
び
」
で

あ
っ
て
も
、
ふ
と
し
た
発
想
の
転
換
で
、

い
つ
も
は
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
こ
と

が
、
全
く
違
っ
た
面
白
い
こ
と
に
見
え
て

く
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
イ
ー

ズ
で
は
、「
全
員
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、

ク
リ
エ
ー
タ
ー
で
あ
る
」
と
い
う
発
想
の

も
と
、
誰
の
中
に
も
そ
の
発
想
の
転
換
を

生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
社
員

が
共
有
し
、「
面
白
い
」
発
想
か
ら
ビ
ジ

ネ
ス
性
の
高
い
、
値
打
ち
の
あ
る
仕
事
を

生
み
出
す
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
い
つ
し
か

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
る
時
間
が
、
豊
か

な
自
然
に
囲

ま
れ
た
神
山

で
、
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る

時
間
の
中
に

い
る
と
、
同

じ
仕
事
を
し

て
い
て
も
、

見
上
げ
た
空

の
景
色
に
、

何
気
な
い
地

域
の
人
と
の
会
話
の
中
に
、
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
き
っ
か
け
が
沢
山
潜
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
受
動
的

な
働
き
方
で
は
な
く
、
能
動
的
に
働
け
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、よ
り「
創
造
的
」

で
「
楽
し
い
」
仕
事
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
よ
う
な
新
し
い
日
本
人

の
働
き
方
の
提
案
を
神
山
か
ら
、
地
方
だ

か
ら
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
方
だ

か
ら
こ
そ
出
来
る
「
新
し
い
」
を
こ
こ
か

ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
地
元
に
雇
用
を
生
む

『
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
ス
』
の
開
所
に
あ

た
り
、
新
た
な
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
地
元
神
山
か
ら
も
正
社
員
を
雇
用

し
、『
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
ス
』
で
働
き
始

め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
会
社
の
立
ち
上
げ
に
伴

い
、
１０
名
程
度
の
更
な
る
新
規
雇
用
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
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地域おこし協力隊

橋本 泰子
グリーンバレーが取
り組む移住交流支援
事業について、詳し
くお伝えします。

【会社概要】
㈱プラットイーズ
・本社所在地 東京
・業務内容 テレビ番組詳細情報
の収集編集や配信、アーカイ
ブ（映像の原版を預かる映像
図書館のような役割）を行う
URL http : //www.plat-ease.co.jp/
※サテライトオフィス（SO）とは
企業などが本拠地（本社）から
離れた場所に設置するオフィ
スのことで、インターネット
などを通じて、離れた場所に
いても、本社と同等の業務が
出来ることが特徴。

㈱プラットイーズ会長
すみ だ てつ

隅田 徹さん（５１歳）

「えんがわ」が地域の人
たちとのつながりを生
み、新たな発想を生み出
す場所になることを期待
しています。「とにかく
気軽に遊びに来てくださ
い！」

▲「えんがわオフィス」内で働くみなさん

樫本郁実さん（２２） 神領字大埜地
IT 系の大学でデザインや動画を学んで来まし
た。友人から採用募集を聞き、実家が近いこと
もあり、応募しました。今はまだ仕事を覚える
ことで精一杯ですが、一生懸命仕事をして、仕
事に慣れたら、もっともっといろんなことに挑
戦してみたいと思います。「新しいことが始ま
る」という空気を感じています。

大下理恵さん（２５） 阿野字神木
「パソコンが使えたらいけるよ」という友人の
言葉に、自分にも出来る仕事かもしれないと応
募しました。業界の専門用語や専門知識が沢山
あり、今はまだ分からないことばかりですが、
これまでの仕事で感じてきた「楽しさ」とは違
う「楽しさ」を感じています。それは、誰かと
話していて楽しいという「楽しさ」だけではな
く、新しいことに挑戦していく「楽しさ」なん
だと思います。

平成２５年７月１５日発行５



まちの出来事K A M I Y A M A

まちの出来事K A M I Y A M A

まちの出来事K A M I Y A M A

K A M I Y A M AK A MK A MK A MK A MK A MK A MK A MK A MK A M I Y AI Y AI Y AI Y AI Y AI Y A M AM AM AM AAA

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平成２５年度神山町戦没者追悼
式が行われ、ご遺族の皆様をは
じめ、小学生児童代表・中学生
生徒代表の皆様等、１６０人余り
の皆様が菊の花で飾られた祭壇
に手を合わせ、英霊の冥福と恒
久の平和を祈りました。
式典では、後藤町長が「戦後、
わが国は、戦争によりもたらさ

れた苦しみと悲しみへの深い反
省から敢然として平和の道を歩
み、国家再建に邁進してきまし
た。今日、私たちが享受する平
和と繁栄は、英霊の重く尊い犠
牲の上に築かれてきたものでご
ざいます。私たちは、この平和
と繁栄を未来永劫に護りぬいて
いくためにも、戦争の惨禍を教
訓として深く心に刻み、この事
実を風化させることなく、後世
に語り継いでいく一層の努力を
していかなければなりません。」
と追悼のことばを述べ、平和へ
の誓いを新たにしました。

また、徳島県知事らによる追
悼のことばが捧げられ、最後に、
参列者全員が白い菊花を祭壇へ
厳かにささげ、戦没者の冥福を
祈りました。

５月１２日に左右内地区の遍路
道沿いで、神山中学校・神山東
中学校の２年生とアサヒビール
㈱社員による未整備森林の間伐
ボランティアを開催しました。
また、５月１８日には南野間・
大谷町有林で神領小学校５年生
児童保護者と㈱テレコメディア
社員による広葉樹の植栽ボラン

ティアを開催しました。
これは県が行っている「とく
しま協働の森づくり事業」に企
業が寄付を行い、未整備森林な
どの整備を進めていくもので
す。
両日とも晴天に恵まれ、かみ
やま林業振興会の指導により作
業を熱心に行いました。
植栽された広葉樹はこれから
根を張り大きな森に。間伐され
た人工林は日差しが差し込み、
下草が生い茂った緑豊かな森林
に生長するでしょう。

第１９回神山温泉まつりが開催
され、町内外から大勢の方が参
加しました。
当日は夏を思わせるほどの日
差しが照りつけ、午後から行わ
れた「あめごのつかみ取り」で
は、大勢の子ども達がズブ濡れ
になる賑わいを見せていました。
また、恒例の寄井座による人形
浄瑠璃の上演や各種団体の模擬
店、もちつき実演販売なども大
忙しの様子でした。

温泉まつりと同時に、神山
フォトコンテストの入賞者発表
があり、贈呈式と写真家の堤勝
雄さん（土門拳記念館理事）に
よる講評も行われました。
受賞者は、熱心な講評に耳を
傾け、さらなる写真技術向上に
燃えていました。入賞作品は温

泉まつり当日か
ら６月２４日まで
神山温泉アート
ギャラリーに展
示されました。
（２０ページに最
優秀賞を掲載し
ています）

平成２５年度
戦没者追悼式

日時 ６月５日
場所 神山町民体育館

▲追悼のことばを述べる神山町長

小中学生による
森林ボランティア開催

日時 ５月１２日・１８日
場所 左右内＆神領

▲間伐をする中学生

▲広葉樹を植樹する小学生

第１９回
神山温泉まつり開催

日時 ５月２６日
場所 神山温泉周辺

▲プロの写真家から講評を受けました

▲大勢の人で賑わう温泉まつり

６広報かみやま No.２８７
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阿川地区で恒例の「梅体験学
習会と梅の収穫体験」が行われ
ました。

午前中は梅体験学習会が行わ
れ約３０人が参加しました。学習

会では紫蘇漬け梅干しと梅シ
ロップの作り方の学習と薬草に
ついての話を聞きました。
午後からは梅園にて梅の収穫
体験が行われ約１０人が参加しま
した。梅の品種や収穫方法につ
いて説明を受け、１時間程度各
自収穫をしました。

文化芸術活動に住民と取り組
み、地域活性化に顕著な成果を
挙げている市町村を表彰する文
化庁長官表彰（文化芸術創造都
市部門）に四国の市町村で、は
じめて神山町が選ばれました。
神山町では、１９９９年から「神
山アーティスト・イン・レジデ

ンス」を実施、２００８年からは、
NPO法人グリーンバレーを核
にアートをテーマとした地域活
性化を図っています。近年では
IT 企業を地域に呼び込むサテ
ライトオフィスなどに取り組ん
でいることが評価されました。
近藤誠一長官は「神山町を初
めて訪れ、すばらしい景色とも
てなしの心に溢れた町だと感じ
た。すばらしい成果をあげてい
ただいた苦労に敬意を表し、こ
れからも連携してさらに前進し
てほしい。」とのお言葉をいた

だきました。後藤町長からは、
「多くの住民団体などと協働し
てきた結果で、町民全員で受賞
を喜びたい。これからも町の魅
力向上に努めていきたい。」と
受賞を喜びました。

７チームが参加し、トーナメ
ント戦で行いました。
決勝戦は、昨年と同様、寄井
体協 vs紅葉クラブ（鬼籠野体
協）の対戦となり、打撃戦の末、
１２対１１で紅葉クラブが見事勝利
し、寄井体協の１０連覇を阻止し
ました。

平成２５年度神山町バレーボー
ル交流大会が２日間の日程で開
催され、５チームによるトーナ
メント戦を行いました。

決勝戦では、神領体協が広野
体協にセットカウント２－１の
フルセットで勝利を治め、優勝

しました。
第３位はオールインでした。

阿川梅の里
梅体験学習会開催
日時 ６月１６日
場所 阿川公民館

▲梅体験学習に集まった参加者とスタッフ

文化庁長官表彰
文化芸術創造都市部門

日時 ５月９日
場所 神山町役場

▲文化庁長官から記念盾が贈られました

神山町ソフトボール大会
紅葉クラブ優勝
日時 ６月３～１０日
場所 神山町民グラウンド

町バレーボール交流大会
神領体協優勝

日時 ５月２７・２９日
場所 神山町民体育館

▲優勝した紅葉クラブ（右）と準優勝の寄井体協（左）

青
井
夫
体
協

０
１２

１８
３

阿
川

ト
ン
ネ
ル
ズ

１１

紅
葉
ク
ラ
ブ

１１

広
野
体
協

５１８

中
津
体
協

１２２０
５

鬼
籠
野
体
協

２３

寄
井
体
協

▲優勝した神領体協のメンバー ▲準優勝した広野体協のメンバー

平成２５年７月１５日発行７



震度階級
7
6強
6弱
5強
5弱
4
3以下

特別警報

警　　報

注  意  報

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

大

小

災
害
の
危
険
性

総務課

備
蓄
品
の
見
直
し
！

ポ
イ
ン
ト
は
自
助
・
共
助

事
前
防
災
の
取
組
を
！

５
月
２８
日
に
、
国
の
中
央
防
災
会
議

の
作
業
部
会
が
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大

地
震
に
お
け
る
具
体
的
な
地
震
の
大
き

さ
や
対
策
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た
最
終

報
告
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

公
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
は
、
駿
河
湾
か
ら
九
州
付
近
ま
で
の

太
平
洋
に
お
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
ク
ラ
ス
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
神
山

町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
西
側
が
震
源

地
と
な
っ
た
場
合
、
震
度
６
強
の
揺
れ

が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
国
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー

ス
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
家
屋
の
全

壊
等
が
約
９４
万
棟
〜
約
２
３
６
万
４
千

棟
、
死
者
数
は
約
３
万
２
千
人
〜
約
２２

万
６
千
人
（
東
海
地
方
が
大
き
く
被
災

す
る
ケ
ー
ス
で
は
最
大
３２
万
３
千
人
）

と
さ
れ
、
被
害
は
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ

て
き
た
地
震
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
の
防
災
基
本
計

画
で
は
３
日
間
を
目
安
と
し
て
い
た
家

庭
で
の
備
蓄
品
が
、
神
山
町
の
よ
う
な

地
方
の
市
町
村
で
は
、「
食
料
や
飲
料

水
、
乾
電
池
、
携
帯
電
話
の
電
池
式
充

電
器
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
簡
易
ト
イ

レ
等
の
家
庭
備
蓄
を
１
週
間
分
以
上
確

保
す
る
な
ど
の
細
か
い
対
応
を
推
進
す

る
。」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
備
蓄
す
る
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
と

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
「
共
助
」
が
災
害
発
生
時

に
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
被
害
を
少

し
で
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

家
庭
内
で
の
話
し
合
い
や
防
災
訓
練
へ

の
参
加
、
家
屋
の
耐
震
診
断
・
改
修
な

ど
事
前
防
災
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
を
共
に
守
る
「
共
助
」

に
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
個
人
や
家
族
の
力
だ

け
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
隣
近
所
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
自
主
防
災
組
織
が
未
設

置
の
地
区
で
は
設
立
に
向
け
た
積
極
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
最
終
報
告
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.bousai.go.jp

/jishin
/

nankai/taisaku_w
g/index.htm

l

総務課

８
月
か
ら
『
特
別
警
報
』
の
発
表

を
開
始
し
ま
す
。

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、大
雨
や
津
波
、

高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、警
報
を
発
表
し

て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
よ

り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が

予
想
さ
れ
、重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

特
別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、

新
た
に「
特
別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。

特
別
警
報
が

出
た
場
合
、
お

住
ま
い
の
地
域

は
数
十
年
に
一

度
し
か
な
い
よ

う
な
非
常
に
危

険
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
屋
外

の
状
況
や
、
避

難
指
示
・
勧
告

等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、

警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報
を
活
用
し

て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が

あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

気
象
庁
徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

電
話
０
８
８－

６
２
６－

０
６
７
６

s
o
u
m
u
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
１

総
務
課

南海トラフの西側が震源地となった場合の震度分布図

備蓄品の目安（１人１週間分）

１日３リットルで２１リットル

１日３合で１３キロ

缶詰・乾物・レトルト食品など

カセットコンロ・ガスボンベ１４本以上

４本程度

１日４回で２８回分以上

衣類・医薬品・生活日用品など

水

米

食 料

燃 料

電 池

簡易トイレ

そ の 他

神山町の自主防災組織

玉谷自衛消防隊

千里西部自主防災会

栗生野自主防災会

神領上自主防災会

松尾地区自主防災会

阿川東部地区自主防災会

阿川西部地区自主防災会

大地谷自主防災会

五反地自主防災会

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

川又自衛消防隊

川又婦人消防隊

大中尾自衛消防隊

殿宮自衛消防隊

江田自衛消防隊

中津自衛消防隊

金泉自衛消防隊

中谷・名本自衛消防隊

喜来谷自衛消防隊

若松自衛消防隊

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

８広報かみやま No.２８７
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神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

神
山
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事

業
と
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
地
震
の
被
災
例
で
は
、
古

い
木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

多
く
の
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
ご
自

宅
の
状
況
を
把
握
し
、
自
ら
の
身
を
自

分
で
守
る
「
自
助
」
に
取
り
組
み
ま
せ

ん
か
。

１
、
対
象
の
木
造
住
宅
及
び
対
象
者

①
平
成
１２
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
工
法
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
住
宅

③
平
屋
、
又
は
２
・
３
階
建
て
住
宅

④
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

⑤
申
込
者
は
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

２
、
自
己
負
担
金

①
１
戸
建
て

３
０
０
０
円

②
２
戸
以
上
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

３
、
戸
別
訪
問

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業
の
ご

説
明
を
す
る
た
め
、
徳
島
県
耐
震
化

指
導
員
（
フ
レ
ッ
セ
職
員
２
名
）
が

各
家
庭
の
個
別
訪
問
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

４
、
耐
震
診
断
の
流
れ

①
申
込
書
を
提
出

②
該
当
住
宅
で
あ
る
か
を
選
定

③
日
時
の
打
ち
合
わ
せ

④
耐
震
診
断

⑤
結
果
報
告
書
の
作
成
・
説
明

５
、
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

診
断
結
果
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
す
る
場
合
、
次
の
２
つ
の

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
（
補
助
金

最
高
４０
万
円
）

②
神
山
町
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
（
補
助
金

最
高
２０
万
円
）

２
つ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
最
高
で

６０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

総務課

役
場
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
が

始
ま
り
ま
す

役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和
４２
年
に
建
築

さ
れ
今
年
で
築
４６
年
に
な
り
ま
す
。
老

朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
平
成
２３
年
度
に

実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
で
は
Ｉ
Ｓ
値
※
１

が
０
・
２０
と
な
り
「
改
修
が
必
要
」
と

判
定
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
に
は
Ｉ
ｓ
ｏ

値
※
２

０
・
７５
を
目
標
と
し
て
、
耐
震
補

強
工
事
の
設
計
を
行
い
、
平
成
２５
年
７

月
よ
り
、
事
業
費
１
億
９
４
１
４
万
５

千
円
を
か
け
て
、
耐
震
改
修
工
事
に
着

工
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
耐
震
ブ
レ
ー
ス
・

フ
レ
ー
ム
、
柱
の
補
強
、
耐
力
壁
の
新

設
等
に
て
耐
震
補
強
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
２
階
西
側
に
あ
る
議
場
に
つ
い
て

は
、
補
強
を
行
っ
た
と
し
て
も
議
場
と

し
て
の
機
能
を
有
せ
ず
周
辺
部
分
の
補

強
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
部
分
的
な
建

て
替
え
を
行
い
ま
す
。
建
て
替
え
ら
れ

た
議
場
で
は
、
神
山
産
の
ス
ギ
、ヒ
ノ

キ
材
を
使
用
し
た
、
木
の
温
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
議
場
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
進
行
で
、
災
害
時
に
停

電
し
た
場
合
で
も
業
務
を
行
え
る
よ
う

に
非
常
用
発
電
機
の
整
備
、
老
朽
化
の

進
ん
で
い
る
庁
舎
の
防
水
、
外
構
、
水

道
、
電
気
設
備
等
の
改
修
工
事
も
行
い

ま
す
。

工
事
期
間
は
、
平
成
２５
年
７
月
か
ら

平
成
２６
年
３
月
の
９
ヶ
月
間
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
ど
お
り

の
業
務
を
行
い
な
が
ら
の
工
事
と

な
り
ま
す
。
来
庁
さ
れ
ま
す
皆
さ

ま
、
近
隣
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
１

「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
告
示
に
よ
り
、
震
度
６
〜
７
程
度
の
規

模
の
地
震
に
対
す
る
Ｉ
Ｓ
値
の
評
価
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
２

国
土
交
通
省
監
修
の
「
既
存
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
建
築
物
の
耐
震
改
修
設
計
指
針
」
に

よ
り
、
災
害
時
の
避
難
施
設
や
防
災
拠
点
と
な

る
建
物
は
構
造
耐
震
判
定
指
標
値
（
Ｉ
ｓ
ｏ

値
）
を
０
・
７５
と
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
値
が
０
・
６
以
上

倒
壊
、
又
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
低
い

Ｉ
Ｓ
値
が
０
・
３
以
上

０
・
６
未
満

倒
壊
、
又
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る

Ｉ
Ｓ
値
が
０
・
３
未
満

倒
壊
、
又
は
崩
壊
す
る

危
険
性
が
高
い

平成２５年７月１５日発行９



お歳暮やお年賀

お祭りへの寄謝や差入

入学祝・卒業祝

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の花輪

病気見舞い
秘書等が代理で出席する

場合の結婚祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

地域の運動会やスポーツ大会
への飲食物の差入

贈らない！
求めない！
受け取らない！

町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の差入

住民課

神
山
町
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画

神
山
町
が
管
理
し
て
い
る
１
８
２
戸

の
半
数
が
昭
和
３０
年
代
〜
４０
年
代
の
高

度
経
済
成
長
期
に
建
築
さ
れ
、
建
築
後

４０
年
以
上
を
経
過
し
、
そ
の
ま
ま
使
い

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
時
期
に
来
て
い

ま
す
。
ま
た
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
、

人
口
・
世
帯
減
少
社
会
の
到
来
を
目
前

に
控
え
、
過
去
に
建
設
さ
れ
た
町
営
住

宅
の
有
効
活
用
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
計
画
で
は
、
平
成
３４
年
の
目
標
管

理
戸
数
を
１
５
０
戸
と
定
め
、
更
新
期

を
迎
え
て
お
り
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅

に
つ
い
て
、
需
要
に
的
確
に
対
応
し
な

が
ら
効
率
的
か
つ
円
滑
な
更
新
を
進
め

る
と
と
も
に
、
良
質
な
建
物
に
つ
い
て

は
長
寿
命
化
を
図
り
、
維
持
管
理
費
用

の
縮
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
よ
り
下
分
団
地
・
井
ノ

谷
団
地
・
高
瀬
団
地
の
外
壁
等
の
改
修

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
計
画
期

間
内
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
住
宅
に

つ
い
て
は
、
現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方

の
住
み
替
え
に
よ
る
用
途
廃
止
や
新
築

建
替
え
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

住民課

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は
７
月
２１
日

７
月
２１
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
選
挙
は
、
皆
さ
ん
の

声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
最
も
重
要
な

機
会
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、

自
由
な
意
志
と
正
し
い
判
断
の
も
と
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

住民課

平
成
２５
年
度
自
衛
官
募
集

ju
m
in
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
３

住
民
課

政
治
家
の
寄
附
禁
止

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人

に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
違
反
す
る
と
、
処
罰

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

神
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

平成２５年度自衛官等募集案内

待遇その他

入隊後約６年で
３等海・空尉

入隊後２年９ヵ
月経過以降選考
により３等陸・海・
空曹

所要の教育を経
て、３ヵ月後に
２等陸・海・空
士に任用 陸上
（技術系を除く）
は１年９ヵ月、
陸上（技術系）・
海上・航空は２
年９ヵ月を１任
期として任用
（以 降２年 を１
任期）

その他様々な職種がありますが詳しくは、
自衛隊鴨島地域事務所まで �０８８３－２４－７００８ ホームページ http : //www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu

入隊

２６年３月下旬～
４月上旬

２６年３月下旬～
４月上旬

採用予定通知書
でお知らせしま
す。

２６年３月下旬～
４月上旬

合格発表

１次１０月４日
２次
（海）１１月６日
（空）１１月１日
最終
２６年１月２２日

１次９月３０日
最終１１月８日

試験時にお知ら
せします。

１１月８日

試験期日

１次９月２１日
２次１０月１２～１７日
３次１１月９日～

１２月１２日

１次９月１６・１７日
２次１０月５～１１日
※いずれか１日を
指定されます

受付時にお知らせ
します。

９月２２～２６日
※いずれか１日を
指定されます

受付期間

８月１日～
９月１０日

８月１日～
９月６日

年間を通じ
て行ってお
ります。

８月１日～
９月６日

資格

高卒（見込含）
２１歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

１８歳以上
２７歳未満の者

募集人員

海 約７０名
（うち女子若干名）
空 約４０名
（うち女子若干名）

参考（２４年度）
陸 約２，１００名
（うち女子約８０名）
海 約１，０００名
（うち女子約４０名）
空 約７５０名
（うち女子約８０名）

※１

参考（２４年度）
陸 約６，４００名
海 約 ５７０名
空 約１，３２０名

※１

参考（２４年度）
陸 約５００名
海 約８０名
空 約１３０名

※１

募集種目

航空学生

一般曹
候補生

男子

女子

自
衛
官
候
補
生

インターネット
選挙運動解禁

だれでも、ウェブサイト等を
利用する方法により、選挙運
動を行うことができるように
なりました。

SNS
（Facebook、
Twitter 等）

ブログホーム
ページ

利用の際は発信者の連絡先等
を表示する義務があります。

ただし、電子メールを利用する方
法は候補者・政党等に限られてい
ます。
（メールの転送も制限されます。）
未成年者の選挙運動はできません。

注意
誹謗中傷・なりすまし
等悪質な情報を発信す
ると処罰されます。

神山町選挙管理委員会

１０広報かみやま No.２８７



町からのお知らせ町からのお知らせ

税務保険課

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
の

定
期
更
新
は
８
月
で
す

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
２５
年
７
月
３１
日
」
と
な
っ
て
い

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
を
、
１
人
に
１
枚
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

７
月
中
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か
ら
、

有
効
期
限

平
成
２６
年
７
月
３１
日
と
記

載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証
（
む
ら

さ
き
色
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
古
い
被
保
険
者

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
、受
診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
平

成
２６
年
７
月
３１
日
）
の
裏
面
に
、
臓
器

提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
啓
発

や
知
識
を
深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移

植
と
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方
の
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
医
療
で
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思
の
変
更
が

で
き
ま
す
。

臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家

族
と
話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任

意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
薄
い
紫
色
）
を

お
持
ち
の
方
へ

平
成
２４
年
度
の
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
平
成
２５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
神
山
町
税

務
保
険
課
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申

請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区

分
が
「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
１２
か

月
で
９０
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ
れ
た

方
は
、
神
山
町
税
務
保
険
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る
自
己
負

担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

軽
減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
平
成
２５
年
９
月
に
送

付
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
今
年
５

月
に
医
療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た

場
合
に
自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ

れ
る
方
と
な
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成

分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、
新
薬
と
同
等
の

効
果
、
効
能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。

な
お
、す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、試
し
て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

電
話
０
８
８－

６
７
７－

３
６
６
６

教育委員会

神
山
町
成
人
式
の
ご
案
内

神
山
町
で
は
、
毎
年
新
成
人
を
祝
福

し
、
激
励
す
る
と
と
も
に
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
、
将
来
の
幸
せ
を
祈

念
す
る
た
め
に
成
人
式
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
平
成
２６
年
よ
り
開
催
日
が
１
月

２
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

成
人
式
の
対
象
と
な
る
方

平
成
５
年
４
月
２
日
〜

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

①
町
内
の
２
中
学
校
卒
業
生
に
は
、
住

所
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
案
内
状
を

実
家
に
送
付
し
ま
す
。

②
９
月
１
日
現
在
、
神
山
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
方

※
成
人
式
該
当
者
に
は
、
９
月
中
旬
に

案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
案
内
状

が
届
か
な
か
っ
た
方
は
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ze
im
u
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

税
務
保
険
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
５

Ｉ
Ｐ

２
０
０
５

教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
２
２

Ｉ
Ｐ

２
０
０
９

平
成
２６
年
成
人
式

日
時

平
成
２６
年
１
月
２
日
（
木
）

場
所

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

日
程

午
前
９
時
〜

受
付

午
前
９
時
３０
分
〜

式
典

午
前
１０
時
１０
分
〜

写
真
撮
影

午
前
１０
時
４０
分
〜
正
午

記
念
講
演

kyo
iku
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

平成２５年７月１５日発行１１



健康福祉課

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◇
児
童
扶
養
手
当
◇

○
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
が

育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に

寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

○
支
給
要
件

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
母
、
父
、
又
は

養
育
者
が
監
護
等
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
又
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
又
は
母
が
生
死
不
明
の
子
ど
も

⑤
父
又
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
子
ど
も

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

⑦
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

⑨
棄
児
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な
い

か
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
◇

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

２０
歳
未
満
で
、
精
神
や
身
体
に
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
保
護
、
監
督
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
支
給
要
件

２０
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
有
す
る
子
ど
も
を
家
庭
で
看
護
、

養
育
し
て
い
る
父
母
。

※
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

業
務
改
善
助
成
金

ご
存
知
で
す
か
？
中
小
企
業
を
応
援
す
る

業
務
改
善
助
成
金
の
お
知
ら
せ

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
１
年
あ

た
り
４０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
事

業
主
の
方
々
に
対
し
て
、
労
働
能
率
の
増
進

に
資
す
る
設
備
・
機
器
の
導
入
等
の
実
施
に

係
る
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
８
８－

６
５
２－

９
１
５
６
）
又
は

徳
島
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０－

９
６
７－

９

５
１
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

無
料
調
停
相
談
案
内

民
事
問
題
（
土
地
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
な
ど
）、
家
事
問
題
（
離
婚
、
相
続
、
親

子
関
係
な
ど
）
で
お
困
り
の
方
は
、
調
停
委

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
当
日
、
受
付
順
に
行
い
ま
す
の
で

予
約
は
不
要
で
す
。

無
料
調
停
相
談
所
の
開
設

１

日
時

平
成
２５
年
８
月
２
日
�

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

予
約
不
要

２

場
所

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
県
郷

土
文
化
会
館
）
４
階

第
２
会
議
室

徳
島
市
藍
場
町
２
丁
目
１４
番
地

３

相
談
の
内
容

民
事
問
題
（
土
地
建
物
、
交
通
事
故
、

金
銭
、
雇
用
問
題
な
ど
）

家
事
問
題
（
離
婚
、
相
続
、
夫
婦
・
親

子
関
係
な
ど
）

４

相
談
者

弁
護
士
を
含
む
調
停
委
員

１０
名
程
度

５

主
催

徳
島
調
停
協
会
（
徳
島
地
方
・

家
庭
裁
判
所
内
）

問
い
合
わ
せ

電
話
０
８
８－

６
２
６－

１
５
８
７

求
職
者
支
援
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
職

業
訓
練
（
介
護
・
パ
ソ
コ
ン
・
医
療
事
務
）

な
ど
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
求
職
者

支
援
訓
練
の
受
講
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
事
前
予
約
不
要
）

●「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
説
明
会
」
の
開
催
日
時

７
月
１７
日
�

１０
時
〜
１１
時
３０
分

８
月
５
日
�

１０
時
〜
１１
時
３０
分

８
月
１９
日
�

１０
時
〜
１１
時
３０
分

９
月
３
日
�

１０
時
〜
１１
時
３０
分

�
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
�
６
２
２－

６
３
７

４
（
徳
島
市
出
来
島
本
町
１
丁
目
５
番
地
）

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
!!

県
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費
者
情
報
を
周
り

の
消
費
者
（
家
族
、
友
人
、
近
所
や
職
場
な

ど
）
に
広
め
た
り
、
地
域
の
情
報
や
ニ
ー
ズ

を
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
取
り
次
ぐ
と

い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
消
費
者

ネ
ッ
ト
の
担
い
手
（
愛
称：

阿
波
の
助
っ
人
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
伝
え
る
」「
学
ぶ
」

「
活
動
す
る
」「
教
え
る
」
の
４
つ
の
活
動

の
中
か
ら
、
ご
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
１８
歳
以
上
の
県
民
の
方
と
県

内
の
団
体
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

石
川
・
林

電
話
番
号
０
８
８－

６
２
３－

０
６
１
２

（
休
所
日

水
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
）

放
送
大
学
１０
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
平
成
２５
年
度
第
２
学
期

（
１０
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
８
月
３１
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
�
０
８
８－

６
０
２－

０
１
５
１
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

kenkoufukushi@
tow
n.kam

iyam
a.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
４

健
康
福
祉
課

１２広報かみやま No.２８７
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近
畿
神
山
会
か
ら
故
郷
へ
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近
畿
神
山
会

白
土

公
章

恒
例
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、今
年
は「
岳

人
の
森
」
へ
。
貸
し
切
り
バ
ス
で
近
畿

か
ら
４４
名
が
参
加
。
絶
好
の
五
月
晴
れ

に
恵
ま
れ
、
噂
の
花
々
が
観
ら
れ
る
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
出
発
。
神
山
温
泉

で
町
長
は
じ
め
町
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
、

手
作
り
弁
当
を
用
意
し
て
頂
い
た
、
旬

の
市
の
ス
タ
ッ
フ
も
と
も
に
合
流
。
こ

れ
よ
り
狭
い
道
な
の
で
中
型
に
分
乗
。

町
内
に
入
っ
て
間
も
な
く
車
窓
か
ら
見

え
る
輝
く
新
緑
に
感
激
し
ま
し
た
が
、

こ
の
谷
間
を
走
り
始
め
る
と
ま
た
一
段

と
。標
高
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の「
岳

人
の
森
」（
四
国
山
岳
植
物
園
）
入
口

広
場
に
到
着
。
こ
こ
で
子
ど
も
の
頃
の

遊
山
気
分
を
想
い
出
し
、
お
弁
当
と
お

喋
り
で
休
息
。

管
理
人
の
、
実
は
こ
の
森
を
創
設
さ

れ
た
山
田
さ
ん
の
案
内
で
園
内
へ
。
私

は
３０
年
ほ
ど
前
に
来
て
か
ら
二
度
目
で

す
が
、
記
憶
で
は
当
時
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

と
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
あ
っ
た
だ
け
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
に
、
今
は
ク
リ
ン
ソ

ウ
、
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
他
、
季
節
ご
と
に

沢
山
の
花
々
が
咲
き
、
ま
た
ヒ
メ
シ
ャ

ガ
、
シ
コ
ク
カ
ッ
コ
ン
ソ
ウ
、
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
の
宝
庫

と
ま
で
言
わ
れ
る
植
物
園
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
に
耐

え
森
を
護
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
山
田
さ

ん
ご
一
家
や
関
係
者
に
敬
服
し
ま
す
。

こ
こ
の
駐
車
場
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
も

な
り
、ま
た
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

さ
く
ら
街
道
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
た
び
た

び
取
り
上
げ
ら
れ
、
ふ
る
さ
と
神
山

は
、
時
代
の
流
れ
に
あ
わ
せ
様
変
わ
り

し
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
た
び
の
訪
問

で
強
く
感
じ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
、
自
慢
の

出
来
る
町
作
り
に
励
ま
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
ま
す
。
私
た
ち
神
山
会
も
、
変

わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
宣
伝
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

夏
季
の
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

〜
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

今
夏
、
四
国
電
力
管
内
で
は
、

安
定
供
給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ

る
予
備
率
３
％
以
上
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
す
が
、
大
規
模
な
発

電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
、
安
定
供
給
が
出
来
な
い
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

７
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の

平
日（
８
月
１３
日
〜
１５
日
を
除
く
）、

９
時
〜
２０
時
ま
で
の
間
、
節
電
※

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
数
値
目
標
は
設
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
節
電
を
お
願
い
す
る
期
間
・
時

間
帯
に
お
い
て
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
メ
ニ
ュ
ー
（
例
）

〈
空

調
〉

・
室
温
２８
℃
を
心
が
け
る
。（
設
定

温
度
＋
２
℃
の
場
合

節
電
効
果

１０
％
）

・�
す
だ
れ
�
や
�
よ
し
ず
�
な
ど

で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ

る
。（
節
電
効
果
１０
％
）

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を

消
し
、
扇
風
機
を
使
用
す
る
。（
節

電
効
果
５０
％
）

※
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
適

切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給
に
注

意
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〈
冷
蔵
庫
〉

・
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら
「
中
」

に
変
え
、
扉
を
開
け
る
時
間
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
、
食
品
を
詰
め

込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。（
節

電
効
果
２
％
）

〈
照

明
〉

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。（
節

電
効
果
５
％
）

・
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
型
の
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
等
を
選
択
す
る
。

〈
電
力
消
費
機
器
〉

・
テ
レ
ビ
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定

し
、
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、
不
要

な
時
は
消
す
。（
節
電
効
果
２
％
）

・
本
体
の
主
電
源
を
切
る
。
長
時
間

使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。（
節
電
効
果

２
％
）

・
電
力
消
費
が
大
き
い
電
気
製
品
の

日
中
（
１３
時
〜
１６
時
）
の
使
用
を

で
き
る
だ
け
避
け
る
。
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「町長との車座座談会」を実施する団体などを募集します。

神山町では、「町長との車座座談会」を実施する団体などを募集しています。

◆車座座談会とは

集落や各種団体などで、おおむね１０人以上の人が集まり、希望する場所に町長や担当課長、担当職員

が直接出向いていき、直接対話し、その声を行政に反映していこうとするものです。

◆テーマについては

座談会を希望する団体に決めていただきます。

◆申込みについては

座談会を希望する団体は、「町長との車座座談会」申込書に、希望する

日時、場所、テーマなどを記入して、役場総務課まで提出してください。

申込書は、役場総務課、広野支所、各公民館にあります。

◎ 受付期間 ７月２２日（月）～８月５日（月）
◎ 第１次試験日 ９月２２日（日）
� 郵便による申込みは、８月５日までの消印のあるものに限り受け付けます。
� 受付期間経過後の申込は、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

１ 試験区分、採用予定人員及び職務の内容

職 務 の 内 容

警防・救急・救助・予防・庶務等の消防業務

２ 受験資格

受 験 資 格

昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた深夜勤務の出来る者。

３ 試験の日時及び試験場

試 験 場

徳島文理大学９号館人間生活学部棟
（徳島市山城町西浜傍示１８０）
試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
なお、付近に駐車場がありませんので交通機関を利用してください。

平成２５年１１月中旬（日時及び場所は第１次試験合格者に通知します。）

４ 受験手続
� 申込用紙

申込用紙は、名西消防組合消防本部庶務課に請求してください。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書きし、あて先明記の１２０円切手を貼った返信
用封筒を必ず同封してください。

� 申込・問い合わせ
〒７７９‐３２２３徳島県名西郡石井町高川原字高川原６６‐８
名西消防組合消防本部庶務課 電話０８８‐６７４‐６７８８

平成２５年度 名西消防組合消防職員採用試験案内

採用予定人員

４名程度

日 時

平成２５年９月２２日（日）
� 開場時間

９時００分から
� 試験時間

１０時００分から

試験区分

高等学校卒業程度
消 防 職 員
（消防士）

試験区分

消 防 職 員
（消防士）

区分

第１次試験

第２次試験

１４広報かみやま No.２８７
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国民年金の保険料は定額で、月額１５，０４０円（平成２５年度）です。
保険料納付は現金のほか、口座振替（引き落とし）やクレジットカード、

インターネットなどを利用した電子納付でも行えます。

口座振替（引き落とし）での納付
金融機関や郵便局の口座から自動的に保険料が
引き落としされるため、納め忘れがありません。

インターネットなどでの電子納付
インターネットバンキングやモバイルバンキング、
ATMやテレフォンバンキングを利用して納付します。

保険料納付を前もって納めると割引に！
前納制度には、早割制度や１年度分前納、６ヵ月分前納があります。

１年前納
１８０，４８０円

１７７，２８０円
【３，２００円】

１７６，７００円
【３，７８０円】

●早割（当月末振替）
口座振替の振替日は通常翌月末ですが、当月末の振替にすると、月々の保険料が５０円（年間６００円）安くなりま
す。
●６ヵ月前納
４月分から９月分までの保険料を当年４月末までに、１０月分から翌年３月分までの保険料を当年１０月末までに納

めます。（口座振替の場合は、それぞれ４月末または１０月末に口座から引き落としします。）
●１年前納
４月分から翌年３月分までの保険料を当年４月末までに納めます。（口座振替の場合は、４月末に口座から引き

落としします。）

※月末が休日の場合は、翌営業日が振替日または納付期限となります。
※現金払いの場合は、６ヵ月、１年以外ででも、ご希望月から翌年３月までの前納も可能です。

手続きに必要なもの
●年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）

●預貯金通帳

●預貯金通帳の届出印

●本人確認書類（免許証等）

詳しくは、徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００または
住民課国民年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りり

６ヵ月前納
９０，２４０円

８９，５１０円
【７３０円】

８９，２１０円
【１，０３０円】

よよだだ

前納の申請手続き
前納の申込は年金事務所や金融機関の窓口で行えますが、

納付方法によっては申込期限や納付期限が決められていま

す。詳しくは年金事務所へ問い合わせるか、日本年金機構の

ホームページ（http : //nenkin.go.jp/）で確認してください。

金金

１ヵ月分
１５，０４０円

１４，９９０円
【５０円（早割）】

現金での納付
日本年金機構から送られてくる納付書で金融機関や
郵便局、コンビニエンスストアで納付します。

クレジットカードでの納付
クレジットカードにより定期的に納付します。

年金事務所の窓口で申し込みます。

年年民民国国

納付方法
月々支払

現金支払
【割引額】

口座振替
【割引額】

前

納

平成２５年７月１５日発行１５



介護予防シリーズ�
今回からは認知症予防のための取り組みについて説明します。

� � � � � � � 	 
 �
生活習慣病の予防・早期発見・早期治療を

肥満、高血圧、糖尿病などの「生活習慣病」は、動脈硬化を引き起こす大きな原因の１つです。

脳の血管で動脈硬化が進むと、脳の機能に障害を起こします。生活習慣病予防のため、適度な運動、バラ

ンスのよい食事を心がけましょう。

病気の早期発見、早期治療のために定期的に健康診査を受けましょう。

適度に運動を行いましょう

運動は、筋肉や骨を衰えないようにするだけでなく、呼吸や心臓など循環器に

もよい影響を与え、動脈硬化の予防にもなります。

ウォーキング、水泳、体操、サイクリングなどの有酸素運動は、脳の血流を増

やします。

筋力アップ体操を行い、転倒しない体づくりをしましょう。

【ウォーキングのポイント】

・自分に合った靴を履きましょう。

・なるべく大股で歩きましょう。

・足をひきずらないように、ももやつま先を上げるように意識しましょう。

・ときどき速歩きをしてみましょう。

【足の筋力アップ体操】

〈もも、お腹の筋力強化〉

１ いすに座って、背筋を伸ばす。

２ 片足を床から少し持ち上げ、膝

を胸の方向に引き寄せる。

３ 上げた足を床につかない所まで

下ろし、再び胸に引き寄せる。

４ １０回繰り返し、反対の足も同様

に行う。

〈ももの前後、おしりの筋力強化〉

１ いすに少し浅めに座った状態で、足を肩幅程度に開く。

２ 両手を腰に当てたまま立ち上がる。（不安定なら何かにつかまりましょう）

３ 「１、２、３、４」で立ち上がり「５、６、７、８」で座る。

４ 反動をつけずゆっくり、５～１０回繰り返す。膝が痛くない範囲で。

※つま先とひざは同じ方向に

＊次回も引き続き、認知症予防の取り組みについて説明します＊

お問い合わせは…地域包括支援センター 電話：６７６－１１８５（IP：２０３１）

〈ももの筋力強化〉

１ いすに座り、背筋を伸ばす。（不

安定な方は、いすの端を持って体

を支えましょう）

２ 片足の膝をゆっくり伸ばして止

め、ゆっくり元に戻す。

３ １０回繰り返し、反対の足も同様

に行う。

１６広報かみやま No.２８７
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健康づくりシリーズ�

熱中症は気温などの環境条件だけではなく、人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して起こります。

気温などがそれほど高くない日でも、湿度が高い・風が弱い日や、体が暑さになれていない時は注意が必要

です。

�����
��	
�
◆高齢者・幼児

◆肥満の人

◆持病のある人

◆体調の悪い人

◆暑さに慣れていない人

������
◆のどがかわかなくても、こまめに水分をとる

◆エアコンや扇風機を上手く使う

◆すだれやカーテンで直射日光を遮る、換気をする

◆涼しい服装、日傘・帽子を使う

◆日陰を利用しこまめに休憩する

体内の水分・塩分（ナトリウム等）のバランスが崩れたり、体温の調整機能が崩

れて発症する障害の総称です。めまい・失神、筋肉痛・筋肉の硬直、大量の発汗、

頭痛・気分の不快、吐き気・嘔吐（おうと）、倦怠感（からだがだるい）、意識障害、

痙攣（けいれん）などの症状が現れます。

トピック マダニが媒介する新しい感染症SFTS（重症熱性血小板減少症候群）

�２０１１年に初めて特定されたSFTSウイルスに感染する事によって引き起こされる病気で、主な症状と
して発熱・消化器症状を引き起こします。重症化すれば、死亡することもあります。

�多くの場合、ウイルスを保有している「マダニ」に咬まれることにより感染します。
�予防するにはマダニに咬まれないことが重要です。草むらや山など、ダニが生息する場所に行く場合は、
肌の露出をできるだけ少なくする事が大切です。（長袖・長ズボン・足を完全に覆う靴を履き、手袋を

着用、首にタオルを巻くなど）屋外活動後は入浴し、マダニに刺されていないか確認しましょう。（特

に脇の下、足の付け根、首、膝の裏、脇腹、頭髪部など）

�マダニに刺され、無理に引き抜こうとすると、マダニの一部が皮膚内に残ってしまうことがあるので、
医療機関で処置してもらってください。咬まれた後１～２週間は、発熱、吐き気、下痢などに

注意し、症状があれば直ちに医療機関を受診してください。

お問い合わせは 神山町健康福祉課予防係 ６７６－１１１４ IP２００４

熱中症は予防が大切です

�����
���	
�
◆気温が高い

◆湿度が高い

◆風が弱い

◆急に暑くなった

高齢者は温度に対する感覚が弱く
なるために、室内でも熱中症にな
ることがあります。

幼児は体温調節機能が十分発達し
ていないため、特に注意が必要で
す。晴れた日は、地面に近いほど
気温が高くなるため、幼児は大人
以上に暑い環境にいます。

平成２５年７月１５日発行１７
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去年の救急搬送で熱中症で搬送された人は３名いました。今年も暑く

なると予想されていますので、いまから熱中症に対して予防しましょう。

〈私たちの体内水分量〉
私たちの体の大部分が水分でできています。

成人で体重の約６０㌫あり、年を重ねるごとに減って

きます。

体に含まれる水分のことを体液といいます。

体液には電解質などが含まれており体中に酸素や栄

養を供給したり、いらない老廃物をおしっことして出

したり、汗をかいて体温を調節したりしています。

〈脱水症状とは〉
人は激しい運動をしなくても日常生活で汗やおしっことして水分を約１５００ml 排出します。普段は

不足した水分を食事やお茶で補給して水分量の均衡がとれていますが、暑い環境や運動、発熱や下

痢などで水分の出る量が多くなると「口の渇き」や「足がつる」「頭痛」「めまい」などの症状が現

れてきますが、それこそが脱水の症状なのです。

人は体の水分量の約１０㌫減ると脱水症状が現れ１５㌫以上がなくなると命に危険が及ぶといわれて

います。

〈熱中症にならないために〉
日頃から水分をこまめに摂取することを心がける事が大切ですが、子どもは自分で飲むことが出

来なかったり、高齢者では「薬を飲んでいる」「トイレに何回も行きたくない」「のどの渇きに鈍感」

などの理由で脱水状態に陥りすく熱中症を引き起こしやすいです。

また、水分を摂取するといっても水やお茶ばかりでなくスポーツドリンクなど塩分の入ったもの

を飲むのも効果的です。

１１９

消防署だより

～今現在使用できる町内のドクターヘリ離着陸場～
１．町民グラウンド ２．森林公園
３．岳人の森 ４．焼山寺

ヘリコプターの離着陸の際は非常に危険ですから、近づかないでください。
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１１０

駐在所だより

������������ 家族や警察官になりすまします。

家族の一員や警察官、弁護士などになりすまし、交通事故や借金、痴漢行為などの トラブ
ル処理の為に、現金を振り込むよう要求します。

������		���� ありもしない請求をする。

インターネットなどの有料サイトの利用料や情報料、借金請求などをでっち上げ、はがきや
電子メールを送りつけて、現金振り込みを要求します。



���������� 融資をだしにお金をだまし取る。

「担保・保証金無しで高額融資」「多重債務を１本化」などとダイレクトメールや電子メー
ルで融資の勧誘を行い、申込者に保所金や手数料などの名目で現金を要求します。

������������ 税金等と偽りお金をだましとる。

社会保険庁や税務署、自治体などの職員をよそおい、年金や税金の支払い過ぎ分を還付する
などと偽って、コンビニや無人ATM（現金自動預払機）に誘い出し、指示に従ってATMを
操作するよう要求します。

�������	
�����
●実名でも疑う。（オレオレ詐欺）
必ず本人と連絡を取りましょう！

●警察官や弁護士等を名乗ったら所属と名前を聞き確認の電話を入れる。（オレオレ詐欺）
相手が告げた電話番号でなくNTTで調べてかけましょう。

●身に覚えがない請求は無視する。（架空請求詐欺）
請求書や電子メールは保管しておきましょう。

●問い合わせない。（架空請求詐欺）
電話や電子メールから個人情報が知られてしまいます。

●安易に融資を申し込まない。（融資保証詐欺）
貸金業登録番号を明示していなかったり、電話番号が携帯電話番号の場合は怪しいと思いましょう。

●社会保険事務所や税務署などに電話で確かめる。（還付金詐欺）
相手が告げた電話番号をうのみにせず、NTT（番号案内）で調べてかけましょう。

●ATMの操作を求められたら詐欺だと考える。（還付金詐欺等）
直ぐに１１０番通報しましょう。

●すぐにお金や保証金を振り込まないようにする。
振り込む前に誰かに相談しましょう。
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もうすぐ夏休み・夏本番！楽しいシーズンがやってきました。この時期、他の季節と比べて水のある場所で過ごすことが

多くなり、水の事故発生の可能性が高くなります。
次のことに十分気をつけて、神山町の素晴らしい清流を楽しんでください。

☆ 川や池へ、小中学生は一人で行かないようにしましょう！
☆ 遊泳禁止・立ち入り禁止場所へは、入らないようにしましょう！
☆ 転落の恐れのある場所では、釣りはしないようにしましょう！
保護者の方にお願い！
★ 危険な場所や子どもだけで水遊びをさせない。また、自分の子でなくても注意する。
★ 浮き輪を持っているからと安心しない。
★ 遊泳中や水遊び中、子どもから目を離さない。
★ 自宅の近くで遊んでいるからと安心しない。
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平成２５年７月１５日発行１９
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～夏にぴったり～
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■材 料 ４人分

ケチャップ………………大さじ４
ソース……………………大さじ１
しょうゆ…………………大さじ１
グリンピース…………………２０ｇ
かぼちゃ………………………８０ｇ
ブロッコリー…………………８０ｇ
とろけるチーズ………………８０ｇ
パセリ…………………………少々

■作り方
①にんにくと玉ねぎはみじん切りにする。フライパンにバターを入れて火
にかけ、にんにくと玉ねぎをきつね色になるまで炒める。
②ひき肉を入れ、さっと炒め、カレー粉と小麦粉を振り入れ、さらに炒め
る。皮を除いてざく切りにしたトマトを入れてさっと混ぜ、ふたをして
蒸し煮にする。トマトがくたっと煮えたら、調味料で味を調え、ゆでた
グリンピースを加える。
⑤バターを塗った耐熱皿に、ごはんとドライカレーを盛り付け、薄切りに
したかぼちゃと小房に分けたブロッコリーをゆでたものを盛り付け、ピ
ザ用チーズをのせてオーブンで軽く焼く。パセリを刻んで上に振る。

米………………………………２合
バター……………………大さじ１
にんにく……………………１かけ
玉ねぎ ………………………１／２個
牛ひき肉 ……………………３００ｇ
カレー粉 …………大さじ１ １／２
小麦粉……………………大さじ１
トマト…………………………２個

������

栄養価１人分：エネルギー５６８kcal、たんぱく質２９．９g
脂質１９．８g、鉄５．７mg、塩分３．２g

普通のカレーに、ミックス
ベジタブルと生卵を加え
て、焼きカレー風にしても
美味しいですよ！
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ワンポイント
アドバイス

あ が たに ゆ う な

阿賀谷友羽菜ちゃん
H２３．７．２３生（２歳・女）
神領字北

いそ べ れい

磯部 怜くん
H２４．８．９生（１歳・男）
阿野字馬地

表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

辰
の
宮
（
宇
佐
八
幡
神
社
）
の
ク

ス
は
昭
和
３７
年
１
月
１６
日
に
徳
島
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
居
の
前
の
ク
ス
は
幹
の
周
囲

６
・
５
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
２８
メ
ー

ト
ル
、
樹
齢
約
８
０
０
年
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
中
央
北

側
と
社
殿
の
前
に
も
ク
ス
が
あ
り
、

と
も
に
周
囲
６
・
６
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
約
３０
メ
ー
ト
ル
、
推
定
樹
齢
は

６
０
０
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
佐
八
幡
神
社
は
、
１
１
７
９
年

上
山
が
開
創
し
一
村
と
な
る
に
あ
た

り
、村
の
安
定
を
祈
願
し
、１
２
２
１

年
こ
の
地
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
が
、戦
国
期
に
荒
廃
し
、１
５
０
７

年
、
川
島
上
桜
城
主
篠
原
左
京
之
進

が
住
民
の
願
い
を
聞
き
、
豊
前
（
大

分
県
）
宇
佐
に
鎮
座
す
る
宇
佐
八
幡

宮
の
分
霊
を
勧
請
し
て
再
興
し
ま
し

た
。別

名
「
辰
の
宮
」
と
呼
ぶ
の
は
、

１
７
１
１
年
地
元
の
粟
飯
原
儀
佐
衛

門
と
仁
志
長
佐
衛
門
が
、
旧
暦
１１
月

５
日
に
近
く
で
農
具
市
を
開
い
た
の

に
始
ま
る
「
辰
の
市
」
に
由
来
し
ま

す
。
１
７
３
０
年
よ
り
場
所
を
境
内

に
移
し
、
１２
月
の
初
辰
の
日
に
開
催

さ
れ
る
伝
統
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

次回は、平成２２～２４年
生まれで９月・１０月が誕
生日の子（町内に住所を
有すること）を募集しま
す。
掲載を希望する方は、
役場広報編集委員会まで
写真を送付してくださ
い。締切は８月１５日です。

みなと よし き

湊 佳樹くん
H２４．７．２０生（１歳・男）
神領字北

おお の そ ら

大野翔空くん
H２３．８．３０生（２歳・男）
阿野字名田河
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タイトル「少年時代」
作 者「田中正治」
撮影場所「下分字今井の宇佐八幡神社上流にある

堰堤の少し上流」
堤勝雄先生による講評
「川、空、森、子供、神山のいい所を１枚の写真
に上手く切り取られている。どれが主役というわ
けでもなく全てが上手くまとめられている。」

２０広報かみやま No.２８７
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